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 製品を通じた環境貢献

当社は、新規開発・設計製品や特に重要な製品に対し

て、省資源、省エネルギー、リサイクルなどについて製品ア

セスメントを実施し、製品のライフサイクルでの環境負荷の

低減を目指しています。製品の種類によって具体的な評

価方法が異なるため、事業部門ごとに「製品アセスメント規

程」を作成し、製品特性に合った対応を可能にしています。

製品アセスメントの主な評価項目は右の通りです。

「Kawasakiグリーン製品」は、グループミッション「世

界の人々の豊かな生活と地球環境の未来に貢献する

“Global Kawasaki”」の 達 成 に 向 け、製 品 自 体 の 環

境性能向上と、生産過程での環境負荷低減を加速する

取り組みで、当社が独自に定めた基準を満足する製品を

「Kawasaki グリーン製品」又は、「Kawasaki スーパーグ

リーン製品」として適合性評価し、ISO14021に準拠して、

社外発信していくものです。

製品や生産工程に込めた環境配慮への思いをシンボル

マークに凝集しました。このマークは、川崎重工グループ

が「陸･海･空の輸送システム」、「エネルギー環境」、「産業機

器」の主な事業分野で、革新的先進的な技術力によってそ

れぞれが確固とした１本の柱となり、これら３本柱が融合す

ることで、地球環境を支えていこうという決意を表現してい

ます。

製品アセスメントの実施

Kawasakiグリーン製品促進活動

適合性評価された製品には、ISO14021に準拠し製品特長を
記載した環境ラベルを付与し、環境主張を発信します。

製品の環境性能および環境管理活動の両面から、
総合的に評価します。

環境配慮製品及び環境ソリューション製品のうち、

の観点から特に優れた製品について順次申請します。

促進活動マーク

Kawasakiグリーン製品適合性評価の流れ

❶ 製品の減量化
❷ 製品の省エネルギー化
❸ 製品の長寿命化
❹ 製品の安全性と環境保全性
❺ 製品の廃棄・リサイクルへの対応
❻ トラブルなどの緊急時の環境影響
❼ 使用・メンテナンスなどのための情報の提供
❽ 法規制への対応
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水素ガスタービン燃焼技術
水素は燃焼速度が速いという特性から、従来のガスタービンの燃

料として燃焼させる場合、窒素酸化物(NOx)の発生、燃焼不安

定、燃焼器の焼損という課題があります。当社ではこの課題に対

して、天然ガス燃料に水素を０～１００％（水素専焼）まで燃焼させ

ることができる水素燃焼技術の開発に取り組んでおり、燃焼シ

ミュレーションや独アーヘン工科大学での実機試験を重ねて、当

社独自の水素ガスタービン技術を開発しています。
（２０１５年５月より当社明石工場にて、水素と都市ガスの混焼による低NOx
ガスタービンの実証運転を開始）

当社は2015年に第２回Kawasakiグリーン製品を11製品選定しました。

Kawasakiグリーン製品は、製品の環境性能、および生産過程での環境管理活動の両面から、

低炭素社会、循環型社会、自然共生社会への貢献を審査し、適合性を評価した製品です。

これからも、環境性能に優れたKawasakiグリーン製品をお客様に提供していきます。
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M7A-03D ガスタービン国内納入事例（お客様の声） 

写真提供：東レ（株）岡崎工場 様

さらなるCO2削減に向けた、水素ガスタービン技術の開発
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Pick Up!

ガスタービンコージェネレーションシステムは、ガスタービンを駆動源とした発電機で電力を生み出すと同時に、排熱を利用し

て冷暖房や給湯、工場の熱源などに利用することができる、エネルギーを最大限に有効利用できるシステムです。国の政策に

おいても天然ガスを使用した分散型エネルギーシステムとして、その利用拡大が推進されています。
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Kawasakiグリーン製品による
環境負荷低減
地球温暖化やエネルギーなどの環境問題に対応するため、当社では自社製品による環境負荷低減を目指して、

2014年から、環境に貢献する製品にISO14021に準処した環境ラベルを付与する、Kawasakiグリーン製品

促進活動を推進しています。

「第2回 Kawasakiグリーン製品」を選定

ガスタービンコージェネレーションシステムによるCO2削減効果

海外納入製品

国内納入製品

当社のガスタービンコージェネレーションシ

ステムを活用することによるCO2排出量削

減効果は高く、1989年からのガスタービン

コージェネレーションシステム納入実績に基

づくCO2削減効果は約2,300万ｔで、これは

日本の100万人都市の家庭からの排出量の

約１０年分に相当します。

導入したガスタービンコージェネレーションシステムから得られ

た電気と蒸気を、化学製品などの生産現場で利用しています。設

備の導入により、既設のボイラ（ガス焚き＋重油焚き）使用時と比

較して、原油換算で年間約12,000klの削減効果を実現していま

す。これはＣＯ₂に換算すると年間約30,000ｔとなり、一般家庭の

約5,600世帯分の排出量に相当します。導入後、設備の稼働は

非常に順調で、工場全体の約22%の省エネに貢献しています。

 (東レ株式会社　岡崎工場 工務部 動力課）
※年間の家庭一世帯分の二酸化炭素の排出量を5,270kg-CO2として試
算 （出典)温室効果ガスインベントリオフィス
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第2回　Kawasakiグリーン製品発表
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排出ガスのクリーン化

2014年度も、世界レベルで二輪車の排出ガスのクリー

ン化に取り組み、吸気系の改良により、欧州排ガス規制に

適合し、高い環境性能を実現した「マルチパーパスモデル

の魅力と実用的な機能を兼ね備えたVERSYS 1000」の販

売を開始しました。デュアルスロットルバルブ※1を装備した

フューエルインジェクション（電子制御燃料噴射）の改良に

より、あらゆる運転条件に合わせた精緻な燃料コントロー

ルを行うことで優れたエンジン性能を確保しつつ燃費向上

をはかり、また排気系の触媒とともに排出ガスの清浄化を

実現しています。

3Rの推進

二輪車国内メーカー4社、輸入事業者12社が2004年

10月から共同で運用している自主取り組みの「二輪車リサ

イクルシステム」において、2014年度の実績は、リサイクル

率97.3%に達しています。なお、2011年10月から、廃棄

時のリサイクル費用のお客様負担を、完全無料化しました。

また、新型二輪車では開発段階からリデュース・リサイ

クルなどの環境配慮設計に取り組み、設計/試作/量産の

各段階の前で3Rへの取り組みの事前評価を行っています。

特に、リサイクルしやすい材料の採用などによりリサイクル

性の向上に努め、（一社）日本自動車工業会が公表している

「新型車のリサイクル可能率の定義と算出方法のガイドラ

イン（1998年自工会）」に基づき算出したリサイクル可能率

は、全機種90%以上を達成し、大半の機種は95%以上を

達成しています。

環境負荷物質の廃止・削減

国内販売の新型二輪車は、既に（一社）日本自動車工業

会が定めた自主削減目標を達成して販売していましたが、

その他の継続販売している二輪車でも自主削減の目標を

達成しました。なお、国内販売の新型二輪車の環境負荷

物質（鉛、水銀、六価クロム、カドミウム）の廃止・削減状

況は、当社Webサイトの「車種別環境情報」で公表してい

ます。

汎用エンジン・ジェットスキーなどには（一社）日本自動車

工業会の自主削減目標のような重金属の国内規制はあり

ませんが、二輪車に準じて廃止・削減に取り組み、鉛、水

銀、カドミウムの目標は2007年度までに達成しました。さ

らに、ごく一部の部品で残っていた六価クロムについても、

2008年度に廃止を完了しました。

モーターサイクル＆エンジンカンパニーにおける取り組み

 Topics

※1 �デュアルスロットルバルブ：電子制御で動くスロットルと手動のスロット
ルが連動し、吸入空気量を最適にコントロールする装置

VERSYS 1000
（海外向けモデル）




